
抵抗溶接時の接触面発熱の解析

1. 目的
抵抗溶接の発熱量を見積もりたい。

2.  課題
接触抵抗の見積もりと発熱量の解析方法の確立

・接触抵抗は電極の押しつけ圧力によっても変化するため、実機の圧力と電流・電圧の関係
から条件ごとに接触抵抗を求めた。

・接触抵抗を模擬した解析モデルを作成し、接触面（溶接面）に発生する発熱量を見積もる
ことができた。

初期評価 設計検討 性能評価 原因究明 その他

背 景

解析モデル 解析結果

山形県工業技術センター ものづくりを変えるシミュレーション活用事例集

基本情報

種類 熱

解析レベル 低

期間 数日

支援方法 設備使用

ソフト
Ansys 
Mechanical

まとめ

電極①

電極②
最大発熱時の熱分布

温度

最大発熱量

接触抵抗：10S/mm2

部品①

部品②

界面で発熱

荷重：電流量3000A – 0.1秒

放熱条件：5W/m2
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